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対
馬
市
の
木
で
、
国
の
天
然
記
念
物
の
「
ひ

と
つ
ば
た
ご
群
生
地
」
で
知
ら
れ
る
上
対
馬
町

鰐
浦
（
わ
に
う
ら
）
地
区
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
中
の
五
月
二
日
、
ひ
と
つ
ば
た
ご
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
約
二
千
五
百
名
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。�

　
祭
り
は
10
時
か
ら
始
ま
り
、
沖
合
い
か
ら
ひ

と
つ
ば
た
ご
を
眺
め
る
「
遊
覧
航
海
」
、
商
工

青
年
部
に
よ
る
「
サ
ザ
エ
の
鉾
突
き
体
験
」
、

比
田
勝
保
育
園
児
と
上
対
馬
高
校
生
の
「
野
点

（
の
だ
て
）
」
、
舟
志
愛
鼓
連
の
太
鼓
、
寿
川

会
の
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
音
頭
」
の
踊
り
、

上
対
馬
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
な
ど
多

彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ひ
と
つ
ば
た
ご
の

苗
木
販
売
や
サ
ザ
エ
な
ど
の
海
の
幸
販
売
、
地

区
の
皆
さ
ん
特
製
の
サ
ザ
エ
め
し
弁
当
、
ち
ま

き
、
ゴ
マ
だ
ん
ご
、
そ
ば
の
販
売
も
行
わ
れ
、

お
昼
に
は
完
売
に
な
る
人
気
で
し
た
。�

　
ま
た
、
姉
妹
関
係
の
岐
阜
県
蛭
川
村
（
ひ
る

か
わ
む
ら
）
か
ら
、
林
収
入
役
、
曽
我
議
長
ほ

か
三
名
が
祭
り
に
参
加
し
、
蛭
川
村
特
製
の
も

ち
を
使
っ
た
「
も
ち
ま
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

※
ひ
と
つ
ば
た
ご
＝
大
陸
系
の

※
ひ
と
つ
ば
た
ご
＝
大
陸
系
の�

モ
ク
セ
イ
科
の
落
葉
高
木
で
、
中

モ
ク
セ
イ
科
の
落
葉
高
木
で
、
中

国
、
台
湾
、
朝
鮮
半
島
に
分
布
し

国
、
台
湾
、
朝
鮮
半
島
に
分
布
し
、

国
内
で
は
、
中
部
地
方
の
木
曽
川

国
内
で
は
、
中
部
地
方
の
木
曽
川

流
域
と
対
馬
に
自
生
す
る
。
特
に

流
域
と
対
馬
に
自
生
す
る
。
特
に

鰐
浦
地
区
に
は
山
の
斜
面
に
三
千

鰐
浦
地
区
に
は
山
の
斜
面
に
三
千

本
以
上
が
群
生
し
、
昭
和
三
年
に

本
以
上
が
群
生
し
、
昭
和
三
年
に

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

珍
し
い
花
と
し
て
別
名
「
な
ん
じ

珍
し
い
花
と
し
て
別
名
「
な
ん
じ

ゃ
も
ん
じ
ゃ
」
と
も
呼
ば
れ
る

ゃ
も
ん
じ
ゃ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。�

�

ひ
と
つ
ば
た
ご�

�
ひ
と
つ
ば
た
ご�

�

※
ひ
と
つ
ば
た
ご
＝
大
陸
系
の�

モ
ク
セ
イ
科
の
落
葉
高
木
で
、
中

国
、
台
湾
、
朝
鮮
半
島
に
分
布
し
、

国
内
で
は
、
中
部
地
方
の
木
曽
川

流
域
と
対
馬
に
自
生
す
る
。
特
に

鰐
浦
地
区
に
は
山
の
斜
面
に
三
千

本
以
上
が
群
生
し
、
昭
和
三
年
に

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

珍
し
い
花
と
し
て
別
名
「
な
ん
じ

ゃ
も
ん
じ
ゃ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。�

�
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よ
う
こ
そ
「
ひ
と
つ
ば
た
ご
祭

り
」
に
お
出
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

四
月
二
十
五
日
の
区
内
大
掃
除
か

ら
始
ま
り
、
昨
日
の
朝
か
ら
、
区

民
133
名
で
祭
り
の
準
備
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
年
は
花
の
咲
き

具
合
が
悪
く
、
せ
っ
か
く
お
出
で

い
た
だ
い
た
の
に
残
念
で
す
が
、

そ
の
か
わ
り
に
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
や
区
特
製
の
サ
ザ
エ
め
し
弁

当
や
ゴ
マ
だ
ん
ご
、
そ
ば
な
ど
も

準
備
し
て
お
り
ま
す
。
お
祭
り
を

ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
祭
り
が
、
ア
リ

ラ
ン
祭
り
や
ち
ん
ぐ
音
楽
祭
、
国

境
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
に
、
対
馬
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
上
対
馬
町
と
蛭
川
村
は
「
ひ
と

つ
ば
た
ご
」
を
縁
に
姉
妹
縁
組
い

た
し
ま
し
た
。
私
は
今
回
で
三
回

目
の
対
馬
で
す
。
蛭
川
村
も
来
年

二
月
に
は
中
津
川
市
と
合
併
し
ま

す
の
で
、
今
回
が
蛭
川
村
と
し
て

は
最
後
の
参
加
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
対
馬
市
と
の
交
流
が

盛
ん
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
小
学
生
の
相
互
訪
問

に
つ
き
ま
し
て
は
、
と
て
も
友
好

的
な
交
流
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
関
係
を
大
切
に
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
五
月
十
六
日
に
は
、
ひ

と
つ
ば
た
ご
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
蛭
川
村
に

も
お
出
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
宮
原
勝
美
区
長
）�

（
蛭
川
村
・
林
壽
士
収
入
役
）�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー�
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※
（
　
）
内
は
旧
所
属

４
月
１
日
付
分

●
学
校
教
育
課
長
・
俵
二
三
昭

(

浅
海
中
学
校
長)
●
学
校
教
育
課

主
任
指
導
主
事
・
本
多
五
稔(

加

志
々
中
学
校
長)

●
学
校
教
育
課

指
導
主
事
・
山
口
徳
男(

対
馬
教

育
事
務
所
指
導
主
事)

●
学
校
教

育
課
指
導
主
事
・
西
山
篤(

佐
須

中
学
校
教
諭)

４
月
19
日
付
分

●
総
務
企
画
部
長
・
内
田
洋(

美

津
島
支
所
長)

●
市
民
生
活
部
長

・
梅
野
慶
一(

峰
支
所
長)

●
保
健

福
祉
部
長
兼
保
健
福
祉
事
務
所

長
・
日
高
一
夫(

上
県
支
所
健
康

福
祉
課
長)

●
産
業
建
設
部
長
・

中
島
均(

豊
玉
支
所
産
業
振
興
課

長)

●
水
道
局
長
・
黒
瀬
勝
弘(

水

道
課
長)

●
議
会
事
務
局
長
・
斉

藤
長
生(

議
会
事
務
局
主
幹)

●
教

育
次
長
・
菅
野
倶
吉(

教
育
委
員

会
総
務
課
長)

●
総
務
企
画
部
理

事[

企
画
担
当]

兼
企
画
課
長
・
長

信
義(

厳
原
支
所
住
民
生
活
課
長)

●
総
務
企
画
部
理
事[

財
務
担
当]

兼
財
務
課
長
・
勝
見
末
利(

美
津

島
支
所
住
民
生
活
課
長)

●
市
民

生
活
部
理
事[

税
務
担
当]

兼
税
務

課
長
・
山
田
幸
男(

市
民
生
活
部

税
務
課
長)

●
保
健
福
祉
部
理
事

(

保
険
担
当)

兼
保
険
課
長
・
阿
比

留
輝
雄(

教
育
委
員
会
豊
玉
事
務

所
長)

●
美
津
島
支
所
長
兼
総
務

課
長
・
清
水
達
明(

美
津
島
支
所

産
業
振
興
課
長)

●
峰
支
所
長
兼

総
務
課
長
・
阿
比
留
博
幸(

教
育

委
員
会
峰
事
務
所
長)

●
総
務
企

画
部
次
長
兼
総
務
課
長
・
大
浦

義
光(

上
対
馬
支
所
建
設
課
主
幹)

●
総
務
企
画
部
次
長
兼
秘
書
課

長
・
斉
藤
勝
行(

監
査
事
務
局
長)

●
市
民
生
活
部
次
長
兼
市
民
課

長
・
俵
次
男(

市
民
生
活
部
市
民

課
長)

●
保
健
福
祉
部
次
長
兼
保

護
課
長
・
川
本
豊
信(

保
健
福
祉

部
保
護
課
長)

●
産
業
建
設
部
次

長
兼
産
業
課
長
・
神
宮
忠
弥(

産

業
建
設
部
産
業
課
長)

●
監
査
事

務
局
長
・
財
部
貴
資
男(

総
務
企

画
部
秘
書
課)

●
産
業
建
設
部
建

設
課
長
・
内
山
宗
雄(

厳
原
支
所

建
設
課
主
幹)

●
水
道
局
水
道
課

長
・
一
宮
英
久(

総
務
企
画
部
財

務
課
長)

●
上
県
支
所
健
康
福
祉

課
長
・
扇
博
幸(

産
業
建
設
部
建

設
課
長)

●
教
育
委
員
会
峰
事
務

所
長
・
永
留
秀
幸(

峰
支
所
総
務

課
主
幹)

●
豊
玉
支
所
住
民
生
活

課
長
・
佐
伯
岩
男(

豊
玉
支
所
産

業
振
興
課
主
幹)

●
豊
玉
支
所
産

業
振
興
課
長
・
中
庭
誠
次(

豊
玉

支
所
建
設
課
主
幹)

●
豊
玉
支
所

産
業
振
興
課
主
幹
・
末
松
計
二

(

豊
玉
支
所
住
民
生
活
課
長)

●
教

育
委
員
会
豊
玉
事
務
所
長
・
阿

比
留
博
文(

豊
玉
支
所
住
民
生
活

課
主
幹)

●
美
津
島
支
所
住
民
生

活
課
長
・
松
村
善
彦(

保
健
福
祉

部
保
険
課
長)

●
美
津
島
支
所
健

康
福
祉
課
長
・
阿
比
留
正
明(

総

務
企
画
部
企
画
課
長)

●
美
津
島

支
所
産
業
振
興
課
長
・
牧
山
隆

(

美
津
島
支
所
健
康
福
祉
課
長)

●

厳
原
支
所
住
民
生
活
課
長
・
高

松
久
之(

厳
原
支
所
豆
酘
出
張
所

長)

●
厳
原
支
所
建
設
課
長
・
川

上
司(

厳
原
支
所
建
設
課
主
幹)

●

厳
原
支
所
豆
酘
出
張
所
長
・
初

村
勝
也(

厳
原
支
所
建
設
課
長)

　
３
月

30
日
・
初
登
庁

31
日
・
退
職
者
辞
令
交
付
式

　
４
月

１
日
・
対
馬
市
商
工
会
発
会
式

３
日
・
陸
上
自
衛
隊
観
桜
会

６
〜
・
長
崎
県
離
島
振
興
協
議
会

９
日
　
理
事
会
、
県
知
事
表
敬
訪

問
　
　
　
　
　
　
長
崎
市

　
　
　
各
省
庁
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京

10
日
・
千
尋
藻
地
区
港
祭
り

12
日
・
市
街
地
再
開
発
勉
強
会
、

文
化
財
協
議

14
日
・
上
県
支
所
管
内
区
長
会

15
日
・
国
際
交
流
の
状
況
説
明
、

観
光
物
産
協
会
と
の
協
議

16
日
・
豊
玉
支
所
管
内
区
長
会
、

峰
支
所
管
内
区
長
会

17
日
・
対
馬
市
消
防
団
厳
原
地
区

分
団
長
会
議

19
日
・
対
馬
市
消
防
本
部
幹
部
会

20
日
・
美
津
島
支
所
管
内
区
長
会
、

敬
老
祝
金
交
付
（
特
老
わ

た
づ
み
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

訪
問

21
日
・
定
例
記
者
発
表

22
日
・
厳
原
支
所
管
内
区
長
会

25
日
・
女
護
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
落
成
式
、
久
田
地
区
住

民
説
明
会

26
日
・
対
馬
市
議
会
定
例
会

27
日
・
対
馬
市
議
会
定
例
会

28
日
・
対
馬
市
議
会
定
例
会

29
日
・
対
馬
地
区
親
と
子
新
緑
の

つ
ど
い

30
日
・
対
馬
市
議
会
定
例
議
会

人
事
異
動�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訪
問�

消
防
幹
部
会�

辞令交付式�

市
長
の
動
き�
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�

町
　
名�

�

厳

原

町

�

〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�

〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�

美
津
島
町�

〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�

〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�

豊

玉

町

�

〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�

峰

町

�

〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�

上

県

町

�

〃�〃�〃�〃�

〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�

上
対
馬
町

〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃�〃��

�

区
　
名�

�

　

曲

　

�

小

浦

�

南

室

�

阿

須

�

桟

原

�

宮

谷

�

日

吉

�

天

道

茂

�

中

村

�

今

屋

敷

�

田

渕

�

大

手

橋

�

国

分

�

久

田

道

�

久
田
道
西
里�

久

田

�

堀

田

�

白

子

�

尾

浦

�

安

神

�

久

和

�

与
良
内
院�

豆
酘
内
院�

内

山

�

桃

木

�

豆
酘
上
町�

豆
酘
中
町�

豆
酘
浜
町�

浅

藻

�

豆

酘

瀬

�

佐

須

瀬

�

阿

連

�

小

茂

田

�

小
茂
田
浜�

下

原

�

樫

根

�

床

谷

�

上

山

�

日

掛

�

椎

根

浜

�

椎

根

�

上

槻

�

久
根
田
舎�

久

根

浜

�

焼

松

�

上
の
町
第
１�

上
の
町
第
２�

中

の

町

�

日

向

�

本

町

�

住
吉
区
長�

日

の

出

�

宮

の

下

�

瀬
原
第
１�

瀬
原
第
２�

樽

ヶ

浜

�

大

浜

�

高

浜

�

西

高

浜

�

根

緒

�

洲

藻

�

箕

形

�

吹

崎

�

加

志

�
今

里

�
尾

崎

�

昼

ヶ

浦
�

黒

瀬
�

竹

敷

�

島

山

�

浦

崎

�

中

浜

�

大
船
越
本
町�

平

瀬

原

�

久

須

保

�

女

護

島

�

緒

方

�

犬

吠

�

玉

調

�

大

山

�

小

船

越

�
芦

浦

�

賀

谷

�

濃

部

�

赤

島

�

鴨
居
瀬
住
吉�

元
鴨
居
瀬�

新
鴨
居
瀬�

長

手

�

細
浦
飛
渡�

仁

位

�

佐

志

賀

�

嵯

峨

�

貝

鮒

�

糸

瀬

�

和

板

�

横

浦

�

塩

浜

�

見

世

浦

�

鑓

川

�

千

尋

藻

�

曽

区

長

�

位

之

端

�

卯

麦

�

佐

保

�

貝

口

�

東

加

藤

�

水

崎

�

加

志

々

�

唐

洲

�

　

廻

　

�

志

多

浦

�

大

綱

�

小

綱

�

　

銘

　

�

　

田

　

�

三

根

上

�

三

根

下

�

三

根

浜

�

津

柳

�

青

海

�

木

坂

�

狩

尾

�

賀

佐

�

吉

田

�

　

櫛

　

�

佐

賀

�

志

多

賀

�

志

越

�

松

ヶ

崎

�

浜

町

�

土

井

奈

�

本

元

町

�

上

町

�

下

町

�

太

鼓

町

�

三

軒

屋

�

大

地

�

西

津

屋

�

深

山

�

恵

古

�

仁
田
ノ
内�

井

口

�

友

谷

�

　

湊

　

�

中

山

�

瀬

田

一

�

瀬

田

二

�

樫

滝

�

飼

所

�

越

ノ

坂

�

犬

ヶ

浦

�

御

園

�

越

高

�

伊

奈

�

志

多

留

�

田

ノ

浜

�

鹿

見

�

久

原

�

女

連

�

佐

須

奈

�

佐

護

�

河

内

�

大

浦

�

鰐

浦

�

　

豊

　

�

　

泉

　

�

西

泊

�

古

里

�

比

田

勝

�

網

代

�

冨

浦

�

津

和

�

唐

舟

志

�

浜

久

須

�

玖

須

�

大

増

�

舟

志

�

五

根

緒

�

茂

木

�

　

琴

　

�

芦

見

�

一

重

�

小

鹿

�

区
長
名
簿�

美津島支所区長会議�

上県支所区長会議�

区
長
会
議
開
催�

　
四
月
に
入
り
、
十
四
日
に
上
県

支
所
、
十
六
日
に
は
豊
玉
支
所
と

峰
支
所
が
、
二
十
日
に
は
美
津
島

支
所
、
二
十
二
日
に
厳
原
支
所
で

区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

美
津
島
支
所
の
区
長
会
議
で
は
、

市
長
、
議
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

意
見
交
換
と
な
り
、
未
だ
に
後
を

絶
た
な
い
不
法
投
棄
や
生
活
に
密

着
し
た
環
境
問
題
、
バ
ス
停
や
防

火
水
槽
等
の
建
設
、
農
作
物
の
被

害
対
策
な
ど
、
様
々
な
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
区
長
さ
ん
に
は
、
来
年
三
月

ま
で
の
一
年
間
、
地
区
の
お
世
話

役
と
し
て
、
ま
た
、
行
政
と
地
域

住
民
を
結
ぶ
大
切
な
パ
イ
プ
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

区
　
長
　
名�

梅
　
野
　
泰
　
二

古
　
藤
　
昭
　
夫

白
　
水
　
志
　
芳

八
重
島
　
英
　
男

阿
比
留
　
信
　
圭

多
　
田
　
喜
　
一

濱
　
田
　
安
　
食

梅
　
野
　
正
　
博

御
手
洗
　
　
　
哲

石
　
井
　
利
　
男

斉
　
藤
　
紘
　
一

坂
　
口
　
登
志
男

円
　
城
　
雄
　
司

仁
　
位
　
勝
　
良

平
　
尾
　
　
　
敬

江
　
藤
　
　
　
伝

平
　
武
　
秋
　
夫

高
　
島
　
洋
　
明

平
　
間
　
芳
　
博

平
　
間
　
正
　
安

久
　
和
　
嘉
　
人

梅
　
野
　
義
　
昭

佐
々
木
　
幸
　
利

堀
　
江
　
雪
　
光

村
　
田
　
　
　
巌

本
　
石
　
一
　
宰

権
　
藤
　
悦
　
教

桐
　
谷
　
哲
　
夫

加
　
藤
　
輝
　
男

上
　
原
　
大
　
助

高
　
松
　
多
久
実

橘
　
　
　
敏
　
泰

増
　
田
　
ツ
ヨ
ミ

佐
々
木
　
正
　
春

西
　
村
　
敏
　
子

舎
利
倉
　
義
　
一

中
　
山
　
照
　
道

三
　
山
　
　
　
豊

吉
　
野
　
政
　
仁

西
　
山
　
幸
　
福

桐
　
谷
　
和
　
実

齋
　
藤
　
宣
　
治

熊
　
本
　
和
　
美

内
　
野
　
和
　
男

小
　
川
　
武
　
雄

扇
　
　
　
義
　
敬

阿
比
留
　
廣
　
見

俵
　
　
　
英
　
和

大
　
石
　
紀
　
昭

神
　
宮
　
宣
　
幸

永
　
井
　
誠
　
治

吉
　
野
　
克
　
行

若
　
木
　
洋
　
子

齋
　
藤
　
延
　
壽

吉
　
野
　
光
　
廣

早
　
田
　
俊
　
幸

稲
　
垣
　
弘
　
美

阿
比
留
　
正
　
男

俵
　
　
　
増
　
實

阿
比
留
　
直
　
樹

西
　
山
　
勇
　
治

神
　
宮
　
功
　
男

阿
比
留
　
晴
　
實

井
　
　
　
晴
　
生

加
　
瀬
　
賢
　
治

藤
　
　
　
政
　
文

栗
　
屋
　
松
　
雄

吉
　
野
　
正
　
幸

稗
　
田
　
邦
　
弘

大
　
浦
　
重
　
良

築
　
城
　
富
　
雄

松
　
村
　
　
　
努

大
　
部
　
　
　
功

小
　
島
　
芳
　
一

中
　
田
　
佐
登
志

勝
　
田
　
　
　
勉

松
　
島
　
一
　
敏

瀬
　
川
　
義
　
文

田
　
中
　
孝
　
之

大
　
山
　
耕
　
造

原
　
田
　
久
　
治

浦
　
瀬
　
定
　
徳

藤
　
田
　
俊
　
彦

幾
　
度
　
一
　
彦

川
　
口
　
國
　
彦

箱
　
崎
　
幸
　
男

中
　
島
　
芳
　
規

中
　
島
　
　
　
学

勝
　
見
　
一
　
正

平
　
山
　
　
　
馨

小
　
島
　
　
　
要

平
　
江
　
善
　
賢

平
　
江
　
義
　
一

阿
比
留
　
幸
　
生

酒
　
井
　
昌
　
美

佐
　
伯
　
　
　
理

齋
　
藤
　
勝
　
見

横
　
瀬
　
保
　
善

山
　
下
　
義
　
治

早
　
田
　
喜
　
一

原
　
田
　
文
　
和

梅
　
野
　
和
　
美

大
　
石
　
正
　
則

田
　
中
　
真
　
琴

長
　
郷
　
慎
　
二

梅
　
野
　
誠
　
司

赤
　
木
　
信
　
夫

古
　
賀
　
ひ
と
み

犬
　
束
　
正
　
義

青
　
木
　
義
　
弘

中
　
庭
　
　
　
賢

松
　
村
　
　
　
榮

波
多
野
　
文
　
雄

安
　
野
　
浩
　
晋

川
　
上
　
啓
　
子

松
　
崎
　
邦
　
彦

武
　
田
　
安
　
丸

田
　
口
　
　
　
徹

日
　
高
　
正
　
隆

早
　
田
　
継
　
男

平
　
山
　
正
　
次

島
　
屋
　
哲
　
男

扇
　
　
　
政
　
則

多
　
田
　
国
　
雄

阿
比
留
　
竹
　
虎

一
　
宮
　
和
　
文

古
　
里
　
春
　
彌

中
　
村
　
順
　
三

岡
　
野
　
計
　
政

大
　
石
　
敏
　
光

倉
　
成
　
光
　
透

松
　
藤
　
忠
　
市

武
　
田
　
明
　
一

島
　
居
　
照
　
子

安
　
重
　
美
千
代

八
　
島
　
一
　
憲

荒
　
木
　
勝
　
也

佐
　
伯
　
　
　
繁

阿
比
留
　
良
　
武

大
　
石
　
建
　
吾

佐
　
護
　
政
　
博

大
　
石
　
憲
　
一

豊
　
田
　
顕
　
教

福
　
島
　
秀
　
治

内
　
山
　
　
　
勝

神
　
宮
　
正
　
芳

小
　
宮
　
順
　
二

宮
　
原
　
明
　
宏

小
　
宮
　
徳
　
一

中
　
村
　
賢
　
一

内
　
山
　
勝
　
行

大
　
石
　
敏
　
彦

須
　
川
　
久
　
男

本
　
多
　
正
　
春

多
　
田
　
樹
　
雄

古
　
谷
　
勝
　
俊

乙
　
成
　
貞
　
人

阿
比
留
　
菊
　
男

原
　
田
　
新
　
八

平
　
間
　
忠
　
幸

日
　
高
　
嘉
　
郎

大
　
石
　
　
　
一

大
　
浦
　
雄
　
二

糸
　
瀬
　
秀
　
美

宮
　
原
　
勝
　
美

國
　
分
　
則
　
明

立
　
川
　
博
　
一

犬
　
束
　
延
　
幸

宇
津
井
　
千
可
志

園
　
田
　
　
　
満

富
　
樫
　
　
　
晃

永
　
野
　
益
　
敏

武
　
末
　
嘉
　
行

糸
　
瀬
　
克
　
己

武
　
田
　
勇
　
毅

山
　
田
　
義
　
治

比
田
勝
　
三
　
博

原
　
田
　
　
二
郎

古
　
藤
　
　
　
薫

岩
　
武
　
輝
　
信

吉
　
副
　
美
　
秋

原
　
田
　
嘉
　
雅

春
　
田
　
八
　
仁

築
　
城
　
俊
　
也
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三
月
二
十
二
日
、
元
「
内
山
田

洋
と
ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ブ
」
の
メ
ン

バ
ー
で
、
美
津
島
町
賀
谷
出
身
の

宮
本
悦
郎
さ
ん
が
、
校
歌
の
作
曲

を
手
が
け
た
峰
町
西
小
学
校
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
を
、
児
童
た
ち
は

た
い
へ
ん
心
待
ち
に
し
て
い
た
よ

う
で
、
島
内
出
身
の
有
名
人
を
大

き
な
拍
手
で
迎
え
、
音
楽
室
で
宮

本
氏
の
奏
で
る
ピ
ア
ノ
の
音
色
に

合
わ
せ
、
声
高
ら
か
合
唱
し
、
交

流
を
図
り
ま
し
た
。

　
宮
本
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二
年

三
月
十
七
日
に
も
、
開
校
し
て
間

も
な
い
同
校
を
訪
れ
、
児
童
た
ち

と
校
歌
を
熱
唱
し
て
い
ま
す
。

　
四
月
七
日
、
上
県
町
す
べ
て
の

各
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、

小
学
生
三
十
一
名
、
中
学
生
三
十

三
名
の
新
一
年
生
が
誕
生
し
ま
し

た
。

こ
こ
佐
護
小
中
学
校
で
は
、
小
学

校
三
名
、
中
学
校
十
名
の
新
一
年

生
を
迎
え
、
午
前
十
時
か
ら
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
生
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も

校
長
先
生
や
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら

の
お
祝
い
の
言
葉
に
行
儀
よ
く
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
新
入
生
の

皆
さ
ん
、
た
の
し
い
学
校
生
活
に

な
る
よ
う
元
気
よ
く
、
た
く
ま
し

く
育
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
桜
の
花
吹
雪
が
見
ら
れ
た
四
月

七
日
、
美
津
島
支
所
管
内
の
小
中

学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
入
学
を
迎
え
た
の
は

小
学
校
で
七
十
九
人
、
中
学
校
で

九
十
四
人
の
合
わ
せ
て
百
七
十
三

人
の
新
一
年
生
。

　
鶏
鳴
小
学
校
で
は
、
五
十
六
人

の
新
一
年
生
が
、
上
級
生
の
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
達
の
拍
手
の
中
、

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
で
入
場

し
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
か
ら
名

前
を
呼
ば
れ
る
と
、
全
員
が
元
気

な
声
で
返
事
を
し
ま
し
た
。

　
新
一
年
生
の
皆
さ
ん
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
初
旬
の
鮮
や
か
な
新
緑
の

中
、
上
対
馬
支
所
管
内
の
高
校
、

小
中
学
校
、
幼
稚
園
で
入
学
・
入

園
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
入
生
は
幼
稚
園
が
二

十
名
、
小
学
校
三
十
九
名
、
中
学

校
五
十
三
名
、
高
校
六
十
九
名
の

合
計
百
八
十
一
名
で
し
た
。
皆
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
希
望
を
胸
に
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

今回来校時（宮本さん）�62年来校時（宮本さん）�

美
津
島
支
所
管
内�
�

上
対
馬
支
所
管
内�

�

ア�

ラ� カ�ル�

ト�

上
県
支
所
管
内�

入
学
式�

入
学
式�

入
学
・
入
園
式�

宮
本
悦
郎
さ
ん
と
�

　
校
歌
を
熱
唱
!
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四
月
二
日
、
美
津
島
町
洲
藻
キ

ダ
ラ
シ
に
あ
る
対
馬
森
林
組
合
貯

木
場
で
、
第
十
九
回
つ
し
ま
木
材

市
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
二
回
目
に
な
っ
た
市
に
は
、

杉
一
七
七
二
本
、
桧
六
三
二
五
本
、

そ
の
他
三
七
本
の
計
八
一
三
四
本

（
材
積
五
〇
万
四
二
四
三
㎥
）
が

出
荷
さ
れ
、
参
加
し
た
木
材
業
者

六
社
に
次
々
と
落
札
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
日
の
取
引
本
数
は

八
一
三
一
本
、
六
四
八
万
四
四
一

三
円
の
売
り
上
げ
で
し
た
。

　
四
月
一
日
、
旧
六
町
の
商
工
会

が
合
併
し
て
、
対
馬
市
商
工
会
が

誕
生
し
ま
し
た
。
本
所
で
は
銘
板

の
設
置
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
玄
関

前
で
長
町
忠
一
対
馬
市
商
工
会
長

の
開
所
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
引
き

続
き
対
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
移

動
し
て
、
辞
令
交
付
式
、
来
賓
を

招
い
て
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
対
馬
市
商
工
会
は
平
成
十
三
年

四
月
二
十
四
日
に
合
併
推
進
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
委

員
会
、
合
併
協
議
会
、
会
長
会
、

設
立
委
員
会
な
ど
三
十
六
回
の
会

合
を
重
ね
て
の
合
併
で
し
た
。
対

馬
市
同
様
、
一
本
所
（
旧
美
津
島

町
商
工
会
）
、
六
支
所
（
旧
各
町

商
工
会
）
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

市長を囲んで�

本所にて�
左から小川副会長、長町会長、浦田副会長�

辞令交付�

来賓挨拶（支庁長）�

　
元
厳
原
町
議
会
議
員
の
舎
利
倉

政
夫
さ
ん
（
樫
根
在
住
、
88
歳
）

が
高
齢
者
叙
勲
で
、
旭
日
単
光
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
舎
利
倉
さ

ん
は
昭
和
四
十
八
年
六
月
一
日
に

初
当
選
し
て
以
来
、
四
期
十
六
年

厳
原
町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
副
議
長
、

産
業
建
設
常
任
委
員
長
等
の
要
職

を
歴
任
、
優
れ
た
識
見
と
熱
意
を

も
っ
て
地
方
自
治
発
展
の
た
め
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
十
二
日
、
上
対
馬
支
所
で
、

上
対
馬
町
古
里
の
山
原
幸
夫
さ
ん

に
、
法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
原
さ
ん
が
長
年
に

わ
た
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

地
域
の
人
権
保
護
活
動
に
活
躍
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
四
月
二
十
日
、
豊
玉
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
た
づ
み
」
に

入
所
し
て
い
る
黒
岩
み
き
さ
ん
に
、

対
馬
市
の
敬
老
祝
い
金
が
、
松
村

市
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
黒
岩
さ
ん
は
、
上
対
馬
町
網
代

出
身
で
明
治
34
年
２
月
25
日
生
ま

れ
の
103
歳
。
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、

大
き
な
声
で
「
ハ
ー
イ
」
と
答
え

る
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

●
舎
利
倉
政
夫
さ
ん�

　
　
旭
日
単
光
章
を
受
賞�

●
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状�

―
上
対
馬
町
の
山
原
さ
ん
―�

�

●
敬
老
祝
い
金
を
贈
る�

�

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う�

　
ご
ざ
い
ま
す

　
ご
ざ
い
ま
す�

お
め
で
と
う�

　
ご
ざ
い
ま
す�
対
馬
市
商
工
会
発
足�

木材市�
開催�
木材市�
開催�
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
四

月
六
日
〜
十
五
日
）
に
合
わ
せ
て
、

市
内
で
も
様
々
な
交
通
安
全
運
動

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
日
に
、
対
馬
北
警
察
署
管
内

で
は
、
上
県
町
佐
護
深
山
の
交
通

安
全
地
蔵
前
で
、
恒
例
の
交
通
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
対
馬
南
警
察
署
管
内
で
も
安

全
祈
願
祭
、
市
中
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
期
間
中
に
は
、
国
道
で
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
な
ど
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
北
署

で
は
運
転
者
講
習
会
も
行
わ
れ
、

自
転
車
用
反
射
材
の
効
果
を
確
か

め
る
た
め
、
パ
ト
カ
ー
を
使
っ
て

講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
は
、
加
害
者
、
被
害

者
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
家
族
に
も

深
い
傷
を
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
、
運
転
者
み
な
さ
ん
が
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
長
崎
県
で
は
、
交
通
事
故
被
害

者
の
相
談
を
受
け
る
た
め
、
巡
回

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽

に
相
談
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。�

�

開
催
日
・
６
月
１
日�

時
　
間
・
10
時
〜
16
時�

場
　
所
・
対
馬
支
庁
第
３
会
議
室�

相
談
員
・
帯
田
正
臣�

　
平
成
15
年
度
宝
く
じ
助
成
を

受
け
て
、
あ
り
あ
け
会
館
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
ル
ー
ム
ラ

ン
ナ
ー
、
エ
ア
バ
イ
ク
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
を
購
入
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
対
馬
市
厳
原
町
久
田
５
３

　
　
　
厳
原
地
区
公
民
館
分
館

　
　
　
　
　
　
あ
り
あ
け
会
館

　
℡
0
9
2
0
‐
5
2
‐
8
1
6
1

区　　　分�

発生件数�
本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

死 者 数�

負傷者数�

厳 原 町 �美津島町�豊 玉 町 �峰　　町�上 県 町 �上対馬町�対馬市全体�

交 通 事 故 情 報 � 平成16年4月15日現在�

10

－2

1

0

11

－3

9

4

0

0

16

5

0

－5

0

0

0

－5

1

1

0

0

1

1

1

1

0

0

1

1

1

－2

0

0

1

－4

22

－3

1

0

30

－5

国道キャンペーン� 市中パレード�

夜間講習会�

全
国
交
通
安
全
運
動�

� の�

春�春�

交
通
事
故
巡
回
相
談�

�

宝
く
じ
助
成
事
業�

あ
り
あ
け
会
館
に�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具�

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム�

使
用
料
…
…
２
０
０
円�

　
　
　  

　
（
２
時
間
）�
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旧
厳
原
町
の
中
心
市
街
地
を
再

生
す
る
こ
と
を
目
的
に
住
民
と
行

政
が
協
働
し
て
進
め
て
き
た
中
心

市
街
地
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

な
か
で
、
厳
原
の
郷
土
食
を
食
べ

る
こ
と
の
で
き
る
店
舗
が
少
な
い
、

若
者
が
知
ら
な
い
郷
土
食
が
あ
る

な
ど
の
実
態
か
ら
、
郷
土
食
を
復

活
さ
せ
る
た
め
に
「
郷
土
食
復
活

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
現
在
ま
で

に
二
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
途

中
経
過
で
す
が
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
郷
土

食
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
も
の
で
、
食
生
活
改
善

推
進
グ
ル
ー
プ
（
通
称
　
食
改
）

に
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
、

メ
ニ
ュ
ー
の
選
定
か
ら
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
実
施
・
調
理
・
レ
シ
ピ
作

成
ま
で
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
事
前
協
議
で
実
施
方
法

や
メ
ニ
ュ
ー
の
選
定
を
行
い
、
当

日
は
参
加
者
全
員
を
小
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
調
理
か
ら
レ
シ
ピ
の
作

成
、
全
体
で
の
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
レ
シ
ピ
は
永
久

保
存
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

て
て
も
ら
い
ま
す
。
二
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
上
げ
た
メ
ニ

ュ
ー
は
11
種
類
と
な
り
ま
し
た
。

　
○
内
山
風
い
り
や
き�

　
○
そ
ば
が
き�

　
○
さ
ば
す
き
（
さ
し
づ
け
）�

　
○
か
ま
ぼ
こ�

　
○
豆
酘
雑
煮�

　
○
か
わ
な
ま
す�

　
○
ろ
く
べ
え�

　
○
う
ず
み
め
し�

　
○
ひ
る
ぜ
え�

　
○
く
さ
び
の
せ
ぎ
り�

　
○
あ
え
ま
ぜ
な
ま
す�

　
ど
れ
も
対
馬
の
郷
土
食
と
し
て

甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
で
す
が
、

特
に
「
ろ
く
べ
え
」
は
健
康
食
ブ

ー
ム
の
な
か
で
今
注
目
を
浴
び
て

い
る
料
理
で
す
。
民
俗
学
者
　
宮

本
常
一
の
著
「
忘
れ
ら
れ
た
日
本

人
」
の
な
か
に
も
登
場
す
る
「
ろ

く
べ
え
」
は
、
江
戸
時
代
に
保
存

食
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
サ
ツ
マ
芋
を
細
か
く
砕
い

た
も
の
を
自
然
発
酵
さ
せ
、
水
に

さ
ら
す
な
ど
し
て
、
で
ん
ぷ
ん
質

と
繊
維
だ
け
を
取
り
出
し
た
「
せ

ん
だ
ん
ご
」か
ら
作
り
ま
す
。「
ろ

く
べ
え
」
は
体
内
で
消
化
さ
れ
や

す
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の

即
効
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
摂
取

後
二
時
間
以
内
の
血
糖
値
が
う
ど

ん
よ
り
も
高
く
、
ス
ポ
ー
ツ
や
農

作
業
な
ど
の
事
前
摂
取
に
適
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
第
一
回
目
は
冬
の
メ
ニ
ュ
ー
、

第
二
回
目
が
春
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実

施
し
た
の
で
、
次
は
夏
、
秋
と
実

施
し
て
い
き
、
城
下
町
・
厳
原
の

郷
土
食
を
未
来
永
劫
伝
承
し
た
い
」

と
次
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
も
強

い
意
欲
を
燃
や
し
て
お
り
、
対
馬

の
郷
土
食
レ
シ
ピ
を
載
せ
た
分
厚

い
本
の
完
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

郷
土
食�

復
活
へ
の�

�

挑
戦

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（w

o
rk-

sho
p

）と
は
、「
ワ
ー
ク
」と「
シ
ョ

ッ
プ
」と
い
う
ふ
た
つ
の
こ
と
ば

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
で
き
て
い

ま
す
。�

「
ワ
ー
ク
」に
は「
仕
事
、作
為
、作

品
、労
働
、努
力
」な
ど
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。「
シ
ョ
ッ
プ
」に
は
、�

「
場
所
、店
」と
い
っ
た
意
味
が
あ

り
ま
す
。
シ
ョ
ッ
プ
の
意
味
を�

「
店
」と
考
え
る
と
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
が
、「
場
所
」と
考
え
る
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
味
が
だ

ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き
ま
す
。�

　
つ
ま
り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

は「
心
や
体
を
い
ろ
い
ろ
動
か
し

な
が
ら
、何
か
を
作
っ
た
り
考
え

た
り
す
る
場
所
」な
の
で
す
。�

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」っ
て
何
？�

�

「ろくべえせぎ」をしています�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
風
景�

お
い
し
そ
〜
に
で
き
ま
し
た�

〜
郷
土
食
復
活
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
取
り
組
み
〜�
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食生活改善
�

推進員のコ
ーナー�食生活改善
�

推進員のコ
ーナー�食生活改善
�

推進員のコ
ーナー�〔問い合せ先〕�

豊玉支所健康福祉課�
TEL0920-58-1114

●毎日しっかりカルシウム！�
　牛乳やチーズ・ヨーグルトなどの
乳製品には、カルシウムが豊富に含
まれています。おやつに加えると、
味も栄養も満点。おすすめです。�

1よもぎは茹でて、カッターかミキサーにかけ、しぼる。�

　干しぶどうは軟らかくなるまで、酒に漬けておく。�

2スキムミルクは、牛乳でのばす。�

3小麦粉とベーキングパウダーを混ぜ合わせ、3回ほどふるう。

4全卵を泡立て、砂糖を2～3回に分けて加え、よく混ぜる。

54に1、2、3を加え、木じゃくしでさっくりと混ぜる。�

65をアルミケースに入れ、蒸す。�

※干しぶどうは、上にのせても良い。�

よもぎ蒸しパン�

エネルギー�
207kcal�
たんぱく質�
6.9g

カルシウム�
92mg�
塩分�
0.2g

1人分の数量です。�

小麦粉……………………60g�
ベーキングパウダー…小さじ2�
よもぎ……………………30g�
干しぶどう…………大さじ2�
酒……………………大さじ2�
スキムミルク………大さじ4

牛乳…………………大さじ2�
卵…………………………2個�
砂糖…………………大さじ6

材料�

調理�

四
人
分�

対馬市食生活改善推進協議会　豊玉支部�

 よもぎ�
　アクが強いので、熱湯に重曹を
入れよくゆでて、冷水にさらすと
アクが抜け食べやすくなります。
ゆでたものを細かく切り、餅や団
子に混ぜたり、最近はパン生地に
混ぜたパンも市販されています。
とても身近な食材ですね。�

カルシウムを多く含む食品�
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金　京一、辛　恩京�

対馬釜
山事務

所だよ
り�

　春かなと思ったら、町並みはいつの間
にか夏の装いに変わっています。このよ
うな季節の変わりの速さ、または時間の
流れの速さを「時は矢の如く過ぎて行く」
と日本では表現しますね。しかし、この
春から韓国ではその諺が変わりそうです
　「時はKTXの如く過ぎていく」とです。
　ウ？・・・・「KTX」って何の話なの？
　・・・・と思うでしょう？　
　今回は韓国で初めて開通した「韓国高
　速鉄道（KTX）」の話をしようと思っ
　ております。
　「韓国高速鉄道」（以下KTXといいます）
　は去る4月1日開通した韓国版の新幹線
　です。
　建設方針の決定から開通までは約12年
かかり、韓国人には随分期待をさせました。KTXは、時速300kmというすごいスピー
ドが出て、鉄道距離の約400kmである、釜山－ソウル間を2時間40分で行けます。既存
の「セマウル号」が4時間半かかったことに比べたらほぼ半分の時間でいけるのです。
いよいよ、韓国全域が日帰り生活圏になったのです。
　私、このKTXの正式開通の前に乗ることが出来ました。それも、タダで！！ラッキー! ! !
　3月末の試運行の時、釜山－大丘の間を試乗することができました。乗る前から列車
の形から内部のインテリアの隅々まで、観察に観察を重ねました。
まず、KTXの車両は空気の抵抗を最小限にするために、前後をサメの頭のような流線

型に作っていました。乗り心地ですが、やはり車内での揺れや騒音は少なかったです。
特に車両と車両の間、通路の騒音は車内と変わらないほどでした。ちなみに、セマウル
号の車両間の通路では電話の声が聞こえないくらいです。車内は緑の椅子が淡い照明で
照らされ、読書灯は別途用意されている面などは、ほぼ飛行機なみでした。
韓国鉄道長によりますと、KTXの開通により、日帰りの観光客と日本人の観光客が増

えたそうです。特に、ソウルも釜山も中心部に駅が在るという便利さは、観光客のみな
らず多くの乗車客にとっても、かなり魅力です。
ここで、私、想像します。
　いつか、日韓トンネルが出来たら、その中間に「対馬駅」ができ、対馬から釜山は20
分でつく。九州までは1時間30分。韓国と日本はドンドン近づく。。。
ここで一つの確信を持ちました。過去も未来も対馬は日本と韓国を繋げる架け橋に間

違いないと。

※一つ、忘れたことがありました。さる3月の釜山事務所便りに出したクイズの答えは
「シルム」です。　さて、クイズの内容を覚えていますか？
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情報BOX情報BOX情報BOX
市からのお知らせ�

募
集�

お
知
ら
せ�

お
ね
が
い�

そ
の
他�

ハーフマラソン(21.0975km)

ウォーキング(約6km)

① 小学４年生男子�
② 小学４年生女子�
③ 小学５年生男子�
④ 小学５年生女子
⑤ 小学６年生男子�
⑥ 小学６年生女子 �

①中学生男子�
②中学生女子�
③一般男子４９歳以下�
　 (高校生以上）�
④一般男子５０歳以上�
⑤一般女子(高校生以上）�

①一般男子３９歳以下�
　 (高校生以上）�
②一般男子４０歳以上�
③一般女子３９歳以下
(高校生以上）�

④一般女子４０歳以上�

①一般男子３９歳以下�
　 (高校生以上）
②一般男子４０歳以上�
③一般女子３９歳以下�
  (高校生以上）�
④一般女子４０歳以上�

①一般男子３９歳以下�
　 (高校生以上）�
②一般男子４０歳代�
③一般男子５０歳以上�
④一般女子(高校生以上）�
制限時間３時間 �

・一般男女(中学生以上）�
・表彰は特別賞のみです。�
・タイムを計測し完歩証�
   を発行します。�
�
     制限時間３時間

2.0km
3.0km

5.0km

10.0km

○開催日　平成１６年７月４日 (雨天決行）�
○会　場  長崎県対馬市上対馬町 ｢三宇田海水浴場」�
�

○募集人員　　  受付、選手への飲料水等のサービス、競技関係役員など 合計約 ２５０名�
○参加資格　　  高校生以上で健康に自信のある方�
○申込期限　　  平成１６年６月１１日(金)�
○申込方法　　  申込用紙もしくは電話で申込ください。�
�

IN

種　目�
【日本の渚･百選】�

○申込締切　     平成１６年６月４日(金）�
�

参 加 料� 高校生以下�  一　　　般�

５００円�
�

３，０００円�

　　　　　　　  〒８１７－１７０１　対 馬 市 上 対 馬 町 比 田 勝 ９ ５ ６ �
                                                       国境マラソンＩＮ対馬実行委員会事務局�
                       TEL：０９２０－８６－４８３８　　FAX：０９２０－８６－３８１３�
�

お申込み・お問合せ先�
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今年もあじさい祭を開催します。「あじさいロード」
周辺の満開のあじさいを観賞しながらウォーキン
グやパラグライディング、あじさい市、材木船乗船
体験などで、お楽しみください。皆様のご参加お待
ちしています。�

日　時　平成１６年６月１３日（日）午前９時３０分～�
場　所　対馬市上県町佐護湊浜シーランドステージ�

上県支所では、スカイスポーツによる地域おこし
に取り組んでいます。パラグライダーに関心のあ
る方、空を飛んでみたいと思ってある方のクラブ
への加入を募ります。詳しくは、下記までお問合
せください。�
�
[お問合せ]�
対馬市上県支所　産業振興課内�
対馬パラグライディング大会実行委員会事務局�
又はスカイクラブ対馬（土肥.平山）�
TEL  0920‐84‐2311　内線210．212�
FAX  0920‐84‐2310

身体賠償 1人       1億円�
　　　　 1事故    5億円�
財物賠償 1事故 500万円�
       (各免責　1,000円)　�

上記補償に�
身体・財物賠償　合算で�
1事故　500万円を加算�
�身体・財物賠償　合算で�
         1事故　500万円�
         (免責　1,000円)　�
�身体賠償 1人       1億円�
　　　　 1事故    5億円�
財物賠償 1事故 500万円�
       (各免責　1,000円)

 身体賠償�
 1人       1億円�
 1事故    5億円�
  (免責　1,000円)�
 財物賠償�
          500万円�
 (各免責　1,000円)

突然死�
(急性心不全、�
脳内出血など)�
160万円�

突然死�
(急性心不全、�
脳内出血など)�
160万円�

突然死�
(急性心不全、�
脳内出血など)�
160万円�

対象となりません�

団
体�

子
ど
も
の
団
体�

大
人
の
団
体�

対　　象�

・中学生以下の子ども�
・スポーツ活動を行わ�
　ない大人�

団体活動中と�
その往復中�

団体活動中と�
その往復中�

団体活動中と�
その往復中�

団体活動中と�
その往復中※1

団体活動中とその�
往復中以外※2

・子どもと一緒に�
 スポーツ活動を行う�
 大人(指導者など)

・大人の文化活動、ボラン�
 ティア活動、地域活動�

・大人のスポーツ活動�

・危険度の高いスポーツ活動�

・老人クラブなど�

加入�
区分�

対象となる�
事故の範囲� 死亡� 後 遺 障 害�入　　院� 通　　院�(1人年額)

傷　　害　　保　　険�

(最　高) (日　額) (日　額)

賠償責任保険�
共済見舞金�

(補償限度額)

・中学生以下の子ども�

(スポーツの指導、審判、ダンス、�
　　　　　　　　　　踊りなどを除く。)

(60歳以上)

(野外活動、身体運動を含む。)

(アメリカンフットボール、山岳登はんなど)

A

A

AW

AC

C

C

B

D

掛　金�

800円�

500円�

500円�

1,050円�

1,000円�

9,000円�

1,500円�

1,500円�

2,000万円�

2,100万円�

1,000万円�

2,000万円�

2,000万円�

2,000万円�

100万円�

3,000万円�4,000万円�1,500万円�

1,000万円�

2,000万円�

1,500万円�

1,500万円�

1,000万円�

1,000万円�

1,500万円�

500万円�

5,000万円�

1,000万円�

2,500万円�

4,000万円�

4,000万円�

4,000万円�

1,800万円�

1,800万円�

3,150万円�

1,500万円�

3,000万円�

3,000万円�

3,000万円�

150万円�

900万円�

750万円�

600万円�

500万円�

○この保険は、スポーツ・文化・ボランティア�
　・地域活動などを行う5名以上のアマチュア�
　の団体やグループを対象にしています。�
　万一の事故にそなえてぜひご加入ください。�

加入期間　20 0 4年3月1日から20 0 5年1月2 8日まで�
保険期間　20 0 4年4月1日から20 0 5年3月3 1日まで�
問合せ先　対馬市教育委員会 生涯学習課又は教育委員会各地区事務所�
T   E   L　 ( 0 9 20 ) 8 6 - 3 727　�

スポーツ安全保険加入のご案内�

クラブ会員募集�

　～申込期間～  平成16年5月20日～平成16年６月30日まで�
�



平成16年事業所・企業統計調査、商業統計調査�
及びサービス業基本調査の協力について�
�

平成16年事業所・企業統計調査、商業統計調査�
及びサービス業基本調査の協力について
総務省及び経済産業省では6月1日、事業所・企業統計調
査、商業統計調査及びサービス業基本調査を1枚の調査票で
同時に行います。調査対象は、全国すべての民営の事業所です。�
　この調査は、統計法に基づいて実施される国の重要な調査
であり、諸施策を企画・立案する上で重要な基礎資料となり
ます。5月下旬から調査員が各事業所に伺いますので、ご協力
をお願いいたします。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     総務企画部企画課�
　　　　　　　　　　　　　　　                      各支所総務課地域振興班�
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�

【
厳
原
支
所
管
内
】�

●
休
診
歯
科
医
院�

厳
原
歯
科
診
療
所
、ひ
ろ
歯
科
医
院
、

高
森
歯
科
医
院
、清
水
歯
科
医
院
、豆

酘
歯
科
診
療
所
、佐
須
歯
科
診
療
所�

●
休
診
日�

６
月
３
日
、10
日
、17
日
の
各
木
曜
日�

�【
美
津
島
支
所
管
内
】�

●
休
診
医
院�

畑
島
医
院�

●
休
診
日(

午
後
か
ら
休
診
で
す)�

５
月
21
日(

金)

26
日(

水)

、�
６
月
２
日(

水)

11
日(

金)

14
日(

月)�

●
休
診
歯
科
医
院�

◎
竹
村
歯
科
医
院�

《
休
診
日
》�

５
月
13
、20
日
、６
月
３
日
の
各
木
曜
日�

◎ 

糸
瀬
歯
科
医
院�

《
休
診
日
》�

５
月
20
日(

木)

６
月
９
日(

木)�

《
午
前
中
休
診
日
》�

５
月
27
日(

木)

６
月
３
日(

水)�

年
金
の
申
請
免
除
制
度�

年
金
の
申
請
免
除
制
度�

〜
申
請
は
８
月
ま
で
に
！
〜�

�

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

（
農
林
水
産
業
な
ど
自
営
業
の

方
、学
生
な
ど
）で
、国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
に
は
、前
年
の
所
得
状

況
に
な
ど
に
応
じ
て
、保
険
料

の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除
さ

れ
る
制
度
で
す
。�

　
こ
の
制
度
を「
申
請
免
除
制

度
」と
い
い
ま
す
。こ
の
制
度
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。申
請

が
な
い
と
免
除
の
適
用
が
あ
り

ま
せ
ん
。８
月
ま
で
に
対
馬
市

各
支
所
年
金
窓
口（
住
民
生
活

課･

住
民
班
）で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。�

　
申
請
免
除
は
大
切
な
年
金
に

つ
な
が
る
手
続
き
で
す
。保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

  町報いづはら縮刷版を�
       販売しています�
  町報いづはら縮刷版を�
       販売しています�
厳原町の歴史を綴った「町報いづはら」の縮刷版を

販売しています。昭和57年7月号～最終号までの

22年間の歴史を綴った貴重なものです。在庫に限

りがありますので、お早めにご購入ください。�

◎2冊1セット　 3,000円　(郵送代実費負担)�
※完売になりましたらご容赦ください。�

＜申込先＞ 対馬市厳原支所総務課　�
 　T E L   0920-52-1211(内線325)

ホームページ開設のお知らせ�
�

    ホームページ開設のお知らせ�

●構造改革可視化ホームページ『日本改革前線マップ』�
    内閣府では、新たな日本を作る構造改革の取り組みを紹介�

    するためホームページを開設しました。�

    アドレス：http://www.zensen.jp�

【問い合わせ先】　内閣府　国民生活局　市民活動促進課�

    TEL：０３－３５８１－９９６５　　�
    TEL：０３－３５８１－９３０８�

●対馬保健所ホームページ�
    保健所の業務案内やお知らせのためホームページを開設し�

    ました。�

    アドレス:http://www.pref.nagasaki.jp/t_hoken/top.htm�

【問い合わせ先】　長崎県対馬保健所　　�

　TEL：０９２０－５２－０１６６�
　FAX：０９２０－５３－７４０３�
�
�
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みんなで守ろう、電波のルール！みんなで守ろう、電波のルール！�みんなで守ろう、電波のルール！� 北方領土返還要求運動の標語募集北方領土返還要求運動の標語募集�北方領土返還要求運動の標語募集�

全国一斉“全国一斉“ 人権擁護委員の日人権擁護委員の日 ”特設人権相談所開設”特設人権相談所開設�

育
英
資
金
募
集
の
お
知
ら
せ

育
英
資
金
募
集
の
お
知
ら
せ�
育
英
資
金
募
集
の
お
知
ら
せ�

相
続
贈
与
税
無
料
相
談
会

相
続
贈
与
税
無
料
相
談
会�

酒
井
豊
育
英
資
金�

長
崎
県
医
学
就
学
生
の
募
集�

「
粉
じ
ん
作
業
」

「
粉
じ
ん
作
業
」�

　
　
特
別
教
育
講
習
会

　
　
特
別
教
育
講
習
会�

相
続
贈
与
税
無
料
相
談
会�

「
粉
じ
ん
作
業
」�

　
　
特
別
教
育
講
習
会�

　６月１日は人権擁護委員法が施行された日
です。
　人権擁護委員は、皆様の身近なところで、
人権を守るために活動しています。
　家庭内のもめ事や隣近所とのトラブルなど
皆様の悩みや心配ごと相談してみませんか？
　相談は無料で、秘密は厳守されますので、
お気軽にご相談ください。

対馬人権擁護委員協議会

募集要項　　・はがき１枚に１作品の応募です。
　　　　　　　住所、氏名、性別、年齢、電話番号、
　　　　　　　職業も明記してください。
　　　　　　・インターネットでも応募できます。
　　　　　　　メールアドレス
　　　　　　　　　hok_tok@hoppou.go.jp
応募期間　　平成16年９月30日まで（当日の消印有効）
各　　賞　　・理事長賞　１名　賞金５万円
　　　　　　・優秀賞　４名　賞金２万円
　　　　　　・佳　　作　５名　賞金５千円
　　　　　　　※なお同一の入選作がある場合抽選
　　　　　　　　により受賞者が決まります。
発　　表　　平成16年10月下旬
　　　　　　入賞者に直接通知します。
応 募 先　　〒102-0094
　　　　　　東京都千代田区紀尾井町7-1
　　　　　　上智紀尾井坂ビル
　　　　　　独立行政法人　北方領土問題対策協会
　　　　　　℡　03-3263-7691

～６月１日から10日までは電波利用保護旬間です～

■九州総合通信局　http://www.kbt.go. jp/

　○不法無線局、混信・妨害……℡ 096-368-8654

　○受信障害（テレビ・ラジオ）…℡ 096-326-7873

　○電波利用料……………………℡ 096-326-7843

　○その他行政相談………………℡ 096-326-7819

日　時　平成16年６月１日（火）

　　　　午前10時から午後４時まで

場　所　美津島町文化会館

　　　　豊玉町文化会館

　　　　上対馬総合センター

（　　　　　　）�

（　　　　　　）�

『粘り強く　熱意と対話で　四島（しま）返還』

人権イメージキャラクター�

人KENまもる君�
人KENあゆみちゃん�

平成15年度理事長賞

, ,

　ルールを守らない不法な無線局によって、警察・
消防・防災行政無線等の重要無線通信に対する混信
・妨害をはじめ、テレビやラジオ、
コンピュータ等への障害が発生して
います。
　不法に開設された無線局を開設したり
運用したりすると、電波法違反で罰せら
れます。
　一人ひとりがルール（電波
法）を守ってクリーンな電波
環境を作りましょう。
　なお、電波に関する困りごと、
ご相談等は、次のところへご連絡
ください。

全国一斉“ 人権擁護委員の日 ”特設人権相談所開設�

貸
付
対
象
者

　
大
学
、
短
期
大
学
に
進
学
ま
た

　
は
在
学
者
で
、
他
の
育
英
資
金

　
を
受
け
て
い
な
い
方
。

募
集
期
間

　
平
成
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年
６
月
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日
ま
で

貸
付
金
額

　
毎
月
５
万
円
（
年
間
60
万
円
）

申
し
込
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対
馬
市
教
育
委
員
会（
総
務
課
）

　
℡
０
９
２
０-

８
６-

３
２
１
１

　
市
教
育
委
員
会
美
津
島
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
班
）

　
℡
０
９
２
０-

５
４-

２
２
７
１

　
長
崎
県
で
は
、
大
学
医
学
部
卒

業
後
、
医
師
と
し
て
離
島
へ
き
地

の
医
療
に
従
事
す
る
学
生
に
対
し
、

就
学
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
対
象
者

　
大
学
医
学
部
入
学
者
及
び
在
学
者

募
集
期
間

　
平
成
16
年
６
月
30
日
ま
で

貸
付
金
額

　
入
学
金
、授
業
料（
い
づ
れ
も
国

　
立
大
学
に
お
け
る
額
）

　
そ
の
他
図
書
費（
年
20
万
円
未

　
満
）、生
活
費（
月
７
万
円
未
満
）

返
還
免
除

　
大
学
卒
業
後
、
定
め
ら
れ
た
期

　
間
、
離
島
へ
き
地
の
医
療
に
従

　
事
し
た
場
合
返
還
は
免
除
さ
れ

　
ま
す
。

申
し
込
み
先

　
長
崎
県
福
祉
保
健
部

　
健
康
政
策
課
　
地
域
医
療
班

　
℡
０
９
５-

８
２
４-

１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
６
３
）

日
時
　
６
月
３
日（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会
場
　
親
和
銀
行
対
馬
支
店

　
　
　
　
　
　
（
２
階
会
議
室
）

注
意
　
事
前
に
電
話
で
予
約
く
だ

　
　
　
さ
い
。

問
合
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
相
続
贈
与
税
市
民
研
究
会

　
℡
０
９
２
０-

５
２-

９
１
５
１

　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
島
徹
也

　
労
働
安
全
衛
生
法
の
規
定
に
基

づ
き
「
粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
講

習
」
を
開
催
致
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
16
年
６
月
25
日（
金
）

時
間
　
９
時
〜
16
時

　
　
　
（
学
科
の
み
の
講
習
）

会
場

　
厳
原
町
商
工
会
館（
厳
原
町
国
分
）

　
℡
０
９
２
０-

５
２-

０
４
５
２

受
講
料

　
　
協
会
会
員
　
６
６
３
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　
　
協
会
非
会
員
　
８
６
３
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

申
込
受
付
期
間

　
平
成
16
年
６
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
〜
６
月
11
日
（
金
）

定
員
　
80
名

※
受
講
申
込
書
の
提
出
先

　
及
び
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部

〒
８
１
７-

０
０
１
２

対
馬
市
厳
原
町
日
吉
３
０
１

　
　
　
　
（
厳
原
印
刷
所
２
階
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
９
２
０-

５
２-

１
４
１
７
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平成平成16年度長崎県職員採用試験の案内年度長崎県職員採用試験の案内�平成16年度長崎県職員採用試験の案内�

【問い合せ先】長崎県人事委員会　TEL 095-825-0442

（注）日本国籍を有しない者（学校栄養職員を除く）及び地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当する者は、受験できない。

甲種（第１類～第５類）及び
乙種（第１類～第７類）

平成16年８月29日（日）午前10時より

【試 験 地】　対馬市
【試験会場】　長崎県対馬支庁

平成16年６月28日（月）から７月９日
（金）まで。郵送の場合は、平成16年
７月９日の消印まで有効

対　馬　支　庁 TEL（0920）52-1311
対馬市消防本部 TEL（0920）52-0119

甲種：5,000円
乙種：3,400円

平成16年６月７日（月）

（財）消防試験研究センター長崎県支部
〒850-0037
長崎市金屋町9-3市民防火センター2F
TEL（095）822-5999
FAX（095）822-4655

“春の農作業安全運動月間”“春の農作業安全運動月間”�“春の農作業安全運動月間”� 平成平成16年度消防設備士試験年度消防設備士試験�平成16年度消防設備士試験�

　春の農繁期をむかえ、農業機械を使用する機

会が増え、農作業事故の発生が多くなります。

　県と対馬市では、５月１５日から６月１４日

の１ヶ月間を『春の農作業安全運動月間』とし

て、事故防止の啓発に努めています。

　毎年、全国で４００名近い方が

農作業事故で命を落としています。

そのほとんどが、トラクターなど

の運転操作ミスによる転倒や転落によるものです。

　農作業でトラクターを使用する場合は、十分注

意して安全運転で作業をお願いします。

昭和５０年４月２日から
昭和５８年４月１日までに
生まれた者

行　　　　　政

教　育　事　務

警　察　事　務

一　般　事　務

教　育　事　務

警　察　事　務

学校栄養職員

民間企業等

職務経験者
行政

警察官Ⅲ類（男性）

警察官Ⅲ類（女性）

警察官Ⅰ類（男性）

〔一般〕

〔語学・情報処理〕

〔武道〕

警察官Ⅰ類（女性）

〔一般〕

〔語学・情報処理〕

〔武道〕

４月２日（金）５月６日（木）～５月２６日（水）

５月６日（木）～
５月２６日（水）

５月６日（木）～
５月２６日（水）

８月２日（月）～
８月２0日（金）

８月２日（月）～
８月２0日（金）

８月２日（月）～
８月２0日（金）

８月２日（月）～
８月２0日（金）

８月２日（月）～
８月２0日（金）

７月６日（火）

７月６日（火）

７月６日（火）

４月２日（金）

４月２日（金）

７月６日（火）

７月６日（火）

昭和４５年４月２日から
昭和５０年４月１日までに
生まれた者で、民間企業等
の職務経験を５年以上有す
る者

昭和５２年４月２日から
昭和６０年４月１日までに
生まれた者
（栄養士資格（取得見込み
を含む）を必要とする。）

昭和４９年４月２日から
昭和５８年４月１日までに
生まれた男性
〔一般〕は４年制の大学を
卒業した者（平成１７年３
月３１日までに卒業見込み
の者を含む。）

昭和４９年４月２日から
昭和５８年４月１日までに
生まれた女性
〔一般〕は４年制の大学を
卒業した者（平成１７年３
月３１日までに卒業見込み
の者を含む。）

昭和４９年４月２日から
昭和６２年４月１日までに
生まれた女性で警察官Ⅰ類
〔一般〕の受験資格該当者
以外の者

昭和４９年４月２日から
昭和６２年４月１日までに
生まれた男性で警察官Ⅰ類
〔一般〕の受験資格該当者
以外の者

昭和５８年４月２日から
昭和６２年４月１日までに
生まれた者

試験案内・申込
用紙配布開始日
（公示日）

受付期間 試　験　日試　験　資　格試　験　職　種 試　験　種　目 合格発表時期

教養試験・専門試験 ７月２日（金）６月２７日（日）

７月下旬

９月２６日（日）

１０月下旬

９月２６日（日）

１０月下旬

９月２６日（日）

１０月下旬

１１月下旬

７月１１日（日）

８月中旬

７月１１日（日）

１０月１０日（日）

１１月下旬

１０月１０日（日）

８月中旬

７月１６日（金）

７月１６日（金）

８月上旬

８月下旬

８月下旬

１１月上旬

１１月上旬

１１月上旬

１１月下旬

１０月１日（金）

１０月１日（金）

１０月１日（金）

１０月１５日（金）

１１月下旬

１０月１５日（金）

適性検査・論文試験
人物試験・身体検査

教養試験・専門試験

教養試験

教養試験

教養試験

適性検査・論文試験
人物試験・身体検査

適性検査・論文試験
体格検査・体力試験
人物試験・身体検査

適性検査・論文試験
体格検査・体力試験
人物試験・身体検査

適性検査・作文試験
体格検査・体力試験
人物試験・身体検査

適性検査・作文試験
体格検査・体力試験
人物試験・身体検査

適性検査・作文試験
人物試験・身体検査

教養試験
選択試験（〔一般〕を
除く）

教養試験
選択試験（〔一般〕を
除く）

適性検査・人物試験
身体検査

教養試験・経験論文
試験

第一次

第二次

第一次

第二次

第一次

第二次

第一次

第二次

第一次

第二次

第一次

第一次

第一次

第二次

第二次

第二次

大

学

卒

業

程

度

警

　

　

察

　

　

官

短
大
卒
業

程
　
度

高
校
卒
業

程
　
度

試験
区分

試験の種類

試験の日時

試験の場所

受験願書の
受 付 期 間

受験願書用
紙の入手先

受験手数料

公　示　日

受験願書の
提出先及び
問い合せ先

５月15日～６月14日�
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文部科学省
補 助 事 業
（申し込み順）

生 活 文 化

体 験 事 業

（申し込み順）

自 然 体 験

事 　 　 業

（申し込み順）

6/21

6/14

6/12

6/14

6/14

6/12

6/14

6/７

6/14

6/14

6/7

6/21

6/12

6/21

6/14

ミャンマー・ボランティア交流と仏教遺跡

アメリカ・ジュニアホームステイ

アメリカ英語研修＆ホームステイ

カナダ・ボランティア交流＆ホームステイ

カナダ英語研修＆ホームステイ

イギリス英語研修＆ホームステイ

オーストラリア・スクール体験＆ホームステイ

オーストラリア・ジュニアファームステイ

オーストラリア・生活文化体験ホームステイ

シンガポール・スクール体験＆ホームステイ

サイパン・南の島生活文化体験

カンボジア・ボランティア交流＆ホームステイ

アメリカ国際交流キャンプ＆ホームステイ

23.5万円

30.5万～32万円

44.8万～46万円

37.5万～39万円

44.8万～46万円

45.8万～47万円

37.5万～39万円

29.5万～31万円

31.5万～33万円

22.5万～24万円

12.8万～14万円

24.5万～26万円

34.8万～36万円

32.5万～34万円

34.8万～36万円

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

ボランティア
家 庭 訪 問

中１
以上

男女
15名

男女
20名

男女
20名

男女
25名

男女
25名

男女
25名

男女
40名

男女
30名

男女
30名

男女
30名

男女
35名

男女
35名

男女
15名

男女
15名

男女
15名

8/6～8/19

14日間

7/29～8/9

12日間

7/22～8/2

12日間

7/23～8/12

21日間

7/29～8/15

18日間

8/2～8/22

21日間

7/22～8/11

21日間

7/26～8/15

21日間

7/23～7/30

８日間

8/6～8/18

13日間

8/2～8/13

12日間

7/19～8/1

14日間

8/2～8/19

18日間

8/6～8/16

11日間

8/2～8/13

12日間

小５
以上

ホームステイ
異世代交流

英 語 研 修
ホームステイ

英 語 研 修
ホームステイ

英 語 研 修
ホームステイ

学 校 体 験
ホームステイ

学 校 体 験
ホームステイ

学 校 体 験
ホームステイ

学 校 体 験
ホームステイ

ホームステイ
学 校 訪 問

ボランティア
ホームステイ

ボランティア
ホームステイ

キ ャ ン プ
ホームステイ

キ ャ ン プ
ホームステイ

キ ャ ン プ
ホームステイ

ヤンゴン・パガン

オレゴン州
ポートランド近郊
FACE

カリフォルニア州フレズノ市
インターナショナル・イングリッシュ・
インスティテュート

バンクーバー島
ビクトリア市
カナディアン・カレッジ

ポーンマス市
サウスボーン英語学校

メルボルン市
フェアヒルズ・ハイスクール

ニューサウスウェールズ州
バサースト
バサースト市教育委員会
ニューサウスウェールズ州
バサースト
バサースト市教育委員会

シンガポール
シンガポール教育省

北マリアナ連邦 サイパン
サイパン市長室

バンクーバー島
カナダ文化交流基金

プノンペン・シムレアップ
東南アジア文化
支援プロジェクト

オレゴン州ユージーン近郊
ユージーン市教育委員会

ブリティッシュコロンビア州
ホーンビー島
カナダ文化交流協会

サウスダコタ州ラピッドシティ
アメリカ・ツアーズ・ウエスト

カナダ・アイランドキャンプ＆ホームステイ

アメリカ・アドベンチャーキャンプ＆ホームステイ

小４

中２
〜

小３

中２
〜

小３

高３
〜

小３

高３
〜

小４

中１
〜

中２

高３
〜

中２

高３
〜

中２

高３
〜

中２

高３
〜

中２

高３
〜

中２

高３
〜

中２

高３
〜

中１

高３
〜

選　考 締切 事　　業　　名 目　的 対象 定員 期間（予定） 参加費（予定）主な活動場所・協力ホーム
ステイ

平成平成16年度年度  海外派遣事業参加募集海外派遣事業参加募集�平成16年度  海外派遣事業参加募集�

＊事業の名称は、若干変更になる場合もあります。
＊参加費に含まれるもの
　往復交通費（国際線）・宿泊費食費（プログラムによって
　は一部を除く）・団体行動中の交通費・プログラム活動費

＊共通経費
　参加費以外に、共通経費として３万円（ミャンマー・ボラ
　ンティア交流は、特別補助事業のため共通経費はありません）
　が別途必要となります。

共通経費に含まれるもの…事前研修費（宿泊・会場・食事）・事務連絡費・渡航手続き費用・文化交流会費・空港使用料など

７月３日（土）15時30分～16時30分
　福岡朝日ビル　電話092-431-1228

小学生　64,000円　　中学生　80,000円

７月５日（月）先着順受付

富士登山、ハイキング、野外炊飯
アンダースタースリーピングなど

日本人小学４年生～中学３年生…２００名
外国人…………………………………５０名

山梨県山中湖村営山中湖キャンプ場

７月28日～８月１日（４泊５日）

このキャンプは障害を持った方も参加
いただけます。まずはご相談ください。

参加費

内　容

場　所

期　間

事　業
説明会

申し込み
締め切り

対象と
定　員

“青少年国際交流キャンプ”“青少年国際交流キャンプ”�“青少年国際交流キャンプ”�
日本小型自動車振興会補助事業

文部科学省所管（財）国際青少年研修協会
〒160-0004　東京都新宿区四谷２ー11大村ビル３階
TEL 03-3359-8421　Eーmail info@kskk.or.jp

お問い合せ・資料請求先�

参加者募集�
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対馬いづはら病院�

血液内科�

（長崎医療センター）�

☆神経内科�

(森正孝)�

☆呼吸器外来�

(川上眞寿弘)�

☆循環器科�

(貞光隆志)�

☆リウマチ科�

（長崎医療センター）�

脳神経外科�

（長崎医療センター）�

皮膚科�

(中対馬病院)�

（長崎医療センター）�

★糖尿病外来�

(川上眞寿弘)�

不妊症外来�

(産婦人科医)

耳鼻咽喉科�

（福岡大学病院）�

脳神経外科�

（長崎医療センター）�

泌尿器科�

（長崎大学病院）�

（いづはら病院）�

☆神経内科�

（いづはら病院）�

☆循環器科�

（長崎医療センター）�

予防接種�

補聴器外来�

内視鏡�

�

�

�

�

�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

�

�

第２・第４（火）�

第１（火）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

8・22�

1

�

�

�

�

�

�

�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（　 〃 　 ）�

第２(火)�

�

�

�

第２・４(月)�

�

�

�

第２(金)�

�

第２(金)�

�

第1･3(水)�

�

�

�

�

第1(月)�

�

8日�

�

2･16日�

�

14･28日�

�

�

�

11日�

�

11日�

�

2･16日�

�

�

2･9･16･23日�

�

7日�

�

8:30～15:00�

�

8:30～11:00�

�

8:30～11:00�

�

�

�

8:30～11:00�

�

8:30～11:00�

�

8:30～11:00�

�

�

8:30～11:00�

�

8:30～11:00�

�

13:00～17:00まで�

�

13:00～17:00まで�

�

9:00～17:00まで�

�

�

�

9:00～17:00まで�

�

13:00～17:00まで�

�

13:00～17:00まで�

�

�

9:00～12:00まで�

�

14:00～17:00まで�

�
内科、外科、整形外科、小児科、精神科、産婦人科…月曜日から金曜日まで毎日診療いたします。�

　【注１】☆の科目は予約制となります。 �

　【注２】★の科目は内科医の紹介により診療予約となります。�

　　　長崎県離島医療圏組合　対馬いづはら病院　　　　電話0920-52-1910

内科、外科、小児科、整形外科は月曜日から金曜日まで毎日診療致します。�

　※１．☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者様のみの診療を行っております。�

　※２．予防接種について、薬の常備がない場合もありますので、電話等でお問い合せください。�

　※３．透析診療については、月曜日～土曜日まで午前中に診療しますので、お問い合せ下さい。�

　　　　長崎県離島医療圏組合　中対馬病院　　　　電話0920-54-2024

中対馬病院�

毎週(水)午後�

第2･4(火)

第4(水)�

�
毎週(水)

2･9･16･23･30日�

8･22日�

23日�

�

8:00～15:00�

8:00～11:00

8:30～11:00

第１・３(水)�

午後�

13:00～17:00まで�

9:00～12:00

9:00～15:00まで�

診 療 科 目 � 診 　 療 　 日 � 受 付 時 間�

診療科目� 診　療　日� 受付時間�

診　療　時　間�

第３（金）�

�

�

�

�

�

�

第３（月）�

18�

�

�

�

�

10・24�

�

21

第１（金）�

第３（金）�

4（長崎大学病院）�

18（いづはら病院）�

予約にて受付けています。�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

9：00～�

8：30～11：00

お
な
ら
が
多
い�

肺
が
ん�

二
番
目
の
子
ど
も
が
で
き
た�

メ
ガ
ネ
を
買
う
と
き
の
注
意�

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）�

手
術
に
よ
ら
な
い
前
立
腺
肥
大
症
の
治
療�

月�火�水�木�金�土・日�

【
長
　
崎
】（
０
９
５
）８
２
６-

５
５
１
１�

【
佐
世
保
】（
０
９
５
６
）２
３-

４
３
０
０�

＊
祝
祭
日
は
前
日
の
テ
ー
プ
が
流
れ
ま
す
。（
注
・
で
き
る
だ
け
明
記
し
て
下
さ
い
）

＊
朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
の
24
時
間
、同
じ
内
容
の
テ
ー
プ
が
３
分
間
流
れ
ま
す
。

毎
年
の｢

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス｣

放
送
原
稿
を
収
載
し
た
、�

小
冊
子
『
健
康
一
口
メ
モ
』
を
販
売
中
で
す
。�

�

６

月

の

テ

レ

ホ

ン

テ

ー

マ

�

長崎県保険医協会�
〒850-0056　長崎市恵美須町2-3フコク生命ビル2F�
 TEL095-825-3829/ FAX095-825-3893

長崎県保険医協会は国民も医師もともによろこべる�
医療改善をめざす開業医の団体です。�

お知ら
せ�

第 

９ 

〜 

　 

集
・
・
・ 

１ 

冊
　
３
０
０ 

円�

第 

　 

〜 

　 

集
・
・
・ 

１ 

冊
　
４
０
０ 

円�

10

12

17

（
　
　
　
　
　
　
　
）�

２４時間�

電話で健康を�

お届けします�

1・2・8・9・15・16�
22・23・29・30毎週（火）（水）�

毎週（火）�1・8・15・22・29

8：30～11：00�

13：00～15：00（予約のみ）�

特別診療案内６月分� 健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
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特別診療案内６月分�
受診期間
　平成16年４月８日（木）～
　　平成17年２月21日（月）
受診病院
　・いづはら病院
　・上対馬病院
注意事項
　・期間内で受診は１回だけできます。
　・受診には各病院へ予約が必要です。
申込期間
　平成16年４月１日（木）～
　　平成17年２月15日（火）
申 込 先
　各支所健康福祉課
　　・厳 原 支 所　　52-1211
　　・美津島支所　　54-2271
　　・豊 玉 支 所　　58-1114
　　・峰　支　所　　83-0301
　　・上 県 支 所　　84-2311
　　・上対馬支所　　86-3111

被爆者２世無料健診被爆者２世無料健診�被爆者２世無料健診�

献血は、誰にでもできるボランティアです。積極的な協力を
お願いします。

＊お問い合わせは、各支所の健康福祉課へお願いします。

上 対 馬 病 院 �

眼科�

�

�

�

耳鼻咽喉科�

�

皮膚科�

�

精神科�

�

�

�

泌尿器科�

�

整形外科�

�

脳神経外科�

神経内科�

診療科目�診 療 日 �受 付 時 間 �診 療 時 間 �備 　 　 考 �

4日（金）�

11日（金）�

24日（木）�

25日（金）�

８日（火）�

22日（火）�

９日（水）�

24日（木）�

９日（水）�

10日（木）�

23日（水）�

24日（木）�

11日（金）�

25日（金）�

４日（金）�

18日（金）�

11日（金）�

17日（木）�

�

7：30～11：30�

8：00～15：00�

8：00～15：00�

8：00～11：30�

�

�

�

�

8：00～15：00�

8：00～11：30�

8：00～15：00�

8：00～11：30�

�

�

�

�

8：00～10：30�

8：00～15：00�

�

9：00～終了迄�

13：30～終了迄�

13：30～終了迄�

9：00～終了迄�

�

�

�

�

9：00～終了迄�

9：00～終了迄�

9：00～終了迄�

9：00～終了迄�

�

�

�

�

9：00～11：00�

14：00～終了迄�

�

�

�

�

�

�

�

中対馬病院�

長崎医療センター�

�

�

�

�

いづはら病院�

長崎医療センター�

�

�

長崎医療センター�

いづはら病院�

�内科・小児科・・・産婦人科は月曜日から金曜日まで毎日診察致します。�
外　　　科・・・毎週木曜日休診�
　※乳児健診（毎週火曜日）受付時間13：30～14：30 診察時間14：30～終了まで�
　※予防接種  三種混合 （第１・３・５火曜日） 受付時間 13：30～14：00�
　※予防接種  麻疹・風疹等 （第２・４火曜日） 受付時間 13：30～14：00�
　　　長崎県離島医療圏組合　上対馬病院　　　　電話0920-86-4321

いづはら病院�

�

中対馬病院�

�

いづはら病院�

県立大村病院�

いづはら病院�

8：00～11：30�

�

8：00～11：30�

�

�

�

�

�

8：00～11：30�

�

8：00～11：30

9：00～終了迄�

�

9：00～終了迄�

�

�

�

�

�

9：00～終了迄�

�

9：00～終了迄�

編 集 後 記�編 集 後 記�

　５月も半ばで、鯉のぼりも見かけな
くなりました。まもなく梅雨の季節と
なります。季節の変わり目の体調不良
に気をつけたいものです。
　さてさて早いもので広報つしまも第
３号の発行となりました。まだまだ未
熟で、十分な情報をお届けできなくて
申し訳ありません。
　そこで、広報つしまでは、皆さんに親
しまれる広報づくりを目指して、「ふれ
あい広場」と題して、新しいコーナーを
掲載予定です。皆さんからの情報を募
集します。
　写真、絵画などの作品紹介、イベント
情報、サークル紹介、満一才誕生日コー
ナーなどを紹介したいと思います。
　皆さまからの情報をお待ちしていま
す。郵送、メールでお知らせください。

　�

�

５／１９（水）�

�

�

５／２１（金）�

５／２５（火）�

�

�

�

�

５／２８（金）�

�

　９：００～１２：００�

１３：００～１４：３０�

　８：３０～１２：００�

　８：３０～１０：００�

１０：３０～１３：００�

　８：３０～１３：００�

　８：３０～１３：００�

　８：００～１１：３０�

１２：３０～１４：３０�

　８：３０～１２：３０�

１４：００～１５：３０�

　８：４０～１２：００�

�

実施月日� 受　付　時　間� 献　血　場　所�

５／１８（火）�

５／２０（木）�

５／２６（水）�

５／２７（木）�

対馬支庁�

上対馬支所前�

献 血 の お 願 い�献 血 の お 願 い�

〒817-0022
対馬市厳原町国分1441
対馬市秘書課「ふれあい広場」係
TEL 0920-53-6111
hisyoka@city-tsushima.jp

連絡先�

�

�

上県支所前�

対馬消防署峰出張所横�

峰支所前�

対馬市役所（厳原支所）�

豊玉町仁位生活館前�

�

�

知宮前�

ショッピングセンターパル２１�

陸上自衛隊�

�
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四
月
三
十
日
に
、
イ
ギ
リ
ス
・

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
バ
グ
パ
イ

プ
演
奏
団
が
来
島
し
、
厳
原
小
学

校
、
対
馬
高
校
で
演
奏
会
を
行
い

ま
し
た
。�

　
演
奏
団
は
、
対
馬
市
誕
生
を
記

念
し
て
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

を
進
め
て
い
る
サ
ニ
ッ
ク
ス
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
と
対
馬
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
の
招
き
で
来
島
し
た
も
の

で
す
。
会
場
で
は
、
タ
ー
タ
ン
チ

ェ
ッ
ク
の
民
族
衣
装
を
着
た
団
員

の
バ
グ
パ
イ
プ
演
奏
に
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

バグパイプ演奏会��

　
雲
ひ
と
つ
な
い
す
が
す
が

し
い
天
気
の
四
月
二
十
九
日
、

み
ど
り
の
日
に
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
つ
し
ま
で
、
「
対
馬
地

区
親
と
子
新
緑
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
子
供
た
ち
に
、

自
然
や
森
林
の
役
割
を
理
解

し
、
大
切
に
す
る
心
を
育
ん

で
も
ら
う
た
め
、
県
緑
化
推

進
協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

約
百
名
の
親
子
が
参
加
し
て
、

市
の
花
、
玄
海
つ
つ
じ
の
記

念
植
樹
や
自
然
観
察
を
通
じ

て
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
う

森
林
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。�

緑化の誓い�

フィールドビンゴカードで�
自然観察�

森林レクレーション�
（自然観察）�

鶏鳴小　堂領美沙貴さん　�
金田緑化少年団　桐谷知成くん�

緑化の誓い�

フィールドビンゴカードで�
自然観察�

森林レクレーション�
（自然観察）�

鶏鳴小　堂領美沙貴さん　�
金田緑化少年団　桐谷知成くん�

鈴なりで大歓迎（厳小）�

音楽で交流（対高）�演奏開始（厳小で）�

音はうまく出るかな?�
　　　　　　（対高）�


